
2021 年度事業計画書 

（2021 年 9 月 1 日から 2022 年 8 月 31 日まで） 

 

核医学診療推進国民会議 

 

１ 事業実施の方針 

当会は、患者が核医学診療（RI 内用療法及び核医学診断）を日本国内で適切に受けることができ

る環境を整えることを目的としている。医療者、企業、患者等の関係者の意見を収集し、政策提

言、啓発・広報活動、コミュニティ形成活動を通じて、治療法の早期国内導入や法整備への働きか

けを行う。 

【主な対象分野】 

PRRT（神経内分泌腫瘍の治療） 

放射性ヨウ素内用療法（甲状腺がん治療） 

塩化ラジウム（前立腺がん治療） 

PSMA（前立腺がん治療） 

アルツハイマー病 PET 診断 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 患者のアンメットニーズの調査・把握に関する活動 

日本核医学会のワーキンググループや委員会活動に協力し、患者視点での意見反映に努める。 

 

(2) 政策提言に関する活動 

① 要望書の提出 

厚生労働省及び原子力規制庁など関係省庁に対して、核医学診療の推進に向けた要望書を提出す

る。また必要に応じてフォローアップとして各省庁を訪問し、要望書に関して状況確認や意見交換

を行う。 

② ロビー活動 

 要望書の実現を目指し、マスメディア向けの説明会や国会議員への説明の機会を設ける。 

 

(3) 啓発・広報活動 

2020 年度に実施したアンケート結果をもとに、以下の活動を進めていく。 

① 用語集の拡充 

ホットワード、放射線治療対象となる疾患、放射線の特性についてなど新用語を追加する。 

② 治験検索方法の掲載 

会報誌 Vol.4 に掲載している治験方法について、コンテンツとして組みなおしホームページに掲

載する。 
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③ 核医学診療の解説 

核医学診療の代表的な方法について簡単にまとめたコンテンツをホームページ内に作成する。 

 

このほか、パンフレットの改訂、学会等のイベントにおける講演、新聞等のインタビューにて核

医学に関する啓発・広報活動を行う。 

 

(4) 核医学診療推進コミュニティの形成活動 

① 会員登録の促進、意見の収集 

学会やイベント等において広報活動を行い、当会議の活動に参画する会員の数を増やす。特に患

者会イベントや一般向けセミナーなどの機会における広報活動を積極的に行い、患者側からの参画

を促し、意見を募ることができるようにする。 

② 企画委員会の組織 

企画委員会の組織を再編成する。 

③ 他団体との連携 

PSMA を標的とした前立腺がん核医学治療の早期国内導入に向けて、NPO 法人腺友倶楽部と活動

連携する。 

 

(5) その他 

① ホームページ・会員の運営管理 

ホームページの運営（最新情報のアップ、保守作業等）及び会員管理（会員情報の管理、会費の

徴収等）を行う。 

② 会員総会・理事会の開催 

日本核医学会学術総会（2021.11.4-6）に合わせて理事会を開催する（大会開催方式によっては

web 開催とする）。そのほか、必要に応じて理事会を開催する。 

日本核医学会春季大会（2022.5 予定）に合わせて会員総会を開催する（大会開催方式によっては

web 開催とする）。その他、必要に応じて会員総会を開催する。 

 

 

以上 

 


